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株式会社 構造ソフト 

 今月のイチオシ 
 

 

拡張情報              Q&A（適判等からの指摘事例） 

「BUILD.一貫Ⅵ」（Ver.1.34） ・・・P1 「BUILD.一貫Ⅵ」 Q&A  ・・・P5 

 
 

◆「BUILD.一貫Ⅵ」（Ver.1.34） 

・Ｓ柱の終局曲げ耐力の計算で精算式に対応 

2025 年４月にリリースした「BUILD.一貫Ⅵ」（Ver.1.34）より、2017 年版鋼構造塑性設計指針の精算式を用いてＳ柱の終

局曲げ耐力を計算できるようにしました。 

以下に組立Ｈ形鋼（強軸回り）と円形鋼管柱の終局曲げ耐力の M-N インタラクションの比較例を示します。 

 

 

  

 

 

BH-350×350×12×19-SN400 PE-355.6×12.7-STK400 

－：略算  －：精算 
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角形鋼管の終局曲げ耐力式を例に説明します。軸力ゼロにおける終局曲げ耐力は同じですが、軸力が生じる部分で終局曲げ耐

力が変わります。なお、精算式で|N/Ny|≦Aw/A となる範囲は２次曲線になりますが、荷重増分計算時は図のように中間点を直線

で結んでいます。 
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精算式 
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 2wf AA   

 N ：軸力 

 Zp ：塑性断面係数 

 sσy ：鉄骨の材料強度 

 A ：全断面積 

 t ：鉄骨板厚 

 R ：外側曲率半径 

 d ：鉄骨柱せい 

 

  

BX-350×19×47.5-BCR295 

－：略算  －：精算 

  

…鋼構造塑性設計指針(2017) 

(3.3.1.a)(3.3.1.b) 

…鋼構造塑性設計指針(2017) 

(C3.3.7.a)(C3.3.7.b) 
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・M-N インタラクション図の表示方法 

以下の手順で M-N インタラクション図を表示して確認することが可能です。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

1.[計算実行]タブを選択します。 

2.[計算結果図化表示(2D)]ボタンを押します。 

３.[解析モデル図]を押して、表示する図の選択肢から 

[M-N インタラクション図(柱)]を選択します。 

4.[M-N インタラクション図(柱)]が表示されます。 
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・Ｓ柱の終局曲げ耐力を精算式で計算する方法 

ナビゲータウインドウの入力項目ツリーの[計算条件]-[断面計算]-[鉄骨の有効強度]を選択します。以下の画面が表示されるので、

終局曲げ耐力の計算方法として[精算式]を選択します。 

 

 

[精算式]を選択します。 

 

 

テキスト入力の場合は、許容応力度計算データの［ＤＥＳ３］（鉄骨の有効強度）の 12 項目で、以下の下線部のように入力

します。 

DES3 * * * * * * * * * * * 2 
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◆「BUILD.一貫Ⅵ」 Q&A（適判等からの指摘事例） 

タイトル：余耐力法のヒンジ状態が確認できないと指摘された 

Ｑ．計算ルート３の物件に関して、保有水平耐力計算での外力分布に Qun 分布を設定して計算したところ、適合性判定機関より、余耐力法のヒ

ンジ状態が確認できないので、Qun 分布採用の妥当性が判断できないと指摘を受けました。 

余耐力法のヒンジ状態の確認方法を教えてください。 

 

A．余耐力法を使った場合のヒンジ状態（破壊状態）については、計算書の「架構の崩壊形」で確認できます。 

【出力例】 

 

 

「架構の崩壊形」において、実際に曲げ破壊やせん断破壊が生じている箇所、曲げ破壊やせん断破壊が想定される箇所が確認できます。これを

基に破壊状況を評価し、Qun 分布の採用の可否を判断してください。 

なお、「2020 年版 建築物の構造関係技術基準解説書」の P345 に、Qun 分布を用いて保有水平耐力を計算してもよい条件が記載されて

いますので、必ず参照してください。 

※ 弊社ホームページの Q&A では、この他にも、適判等からの指摘事例の Q&A を約 360 件、通常の Q&A を 4000 件以上掲載していますの

で、ご活用ください。なお、Q&A の閲覧は、トータルメンテナンスを契約中のお客様限定となります。 

https://www.kozosoft.co.jp/support/qa.html
https://www.kozosoft.co.jp/support/toiawase.html

